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	１．事業概況
	当財団が長年取り組んできた「ニュー・シルクロード」構想の影響を受けた中国の総合対外政策「一帯一路」の影響が世界中に拡大。「ニュー・シルクロード」構想の構成要素でもあるクラ運河（タイ運河）、北極海航路開発、ITと融合した新たな交通輸送インフラ等の調査・研究テーマの周辺に様々な動きが生じ、それに対応した。
	地球規模のエネルギー問題の解決に向けて、昨年度に引き続き、再生可能エネルギー・原子力発電技術等の分野を中心とした日露の経済・研究協力関係の構築を積極的に推進した。
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